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1 ─ はじめに

2012年度、いよいよ日本アーカイブズ学会（JSAS）登録アーキ

ビスト認定制度［1］がスタートする。戦後すぐの史料保存運動

から数えても数十年、関係者の努力がついに開花するこのとき

を、第6条1号による認定の最前線にいるアーカイブズ学専攻

出身者のひとりとして心から祝福したい。ここに至るまで、様 な々

議論の積み重ねがあったことであろう。なかでも、2011年夏の
JSAS研究集会［2］では、小川千代子氏が、質問に答える形

で、ご自身の持つアメリカ合衆国（以下米国）の認定資格につい

て発言された。長年の経験と大変な書類仕事とによって手に

入れる資格という印象をもった。たまたま米国の資格に関心をも

つ学生仲間があったので、この後に出かけた米国アーキビスト

協会（the Society of American Archivists以下SAA）［3］シカゴ大

会の折に、米国のアーキビスト資格を司るアカデミー・オブ・サー

ティファイド・アーキビスト（the Academy of Certified Archivists以

下ACA）［4］のブースに立ち寄り、担当者の話を聞いた。

　本稿では、米国におけるアーキビスト認定制度について、

専門職団体であるSAAの活動をふまえて、認定機関である
ACAによる資格認定について、筆者の体験も含めて簡単に

紹介したい。

2 ─ 米国の専門職団体とアーキビスト養成

米国において国立公文書館が設立されたのは、ヨーロッパ

諸国からみると後発で、1934年のことである。当時は大恐

慌のさなか、ニューディール政策の一環で1935年にWPA
（Work Progress Administration）が立ち上げられ、歴史記録調

査も行われた。そのような背景をもって、米国の専門職団体

SAAは1936年に結成され［5］、2011年シカゴ大会で75周

年を祝った。筆者は、2009年オースティン大会に、その前年

テキサス州立大学オースティン校から来日し、アーカイブズ学

専攻で特別講演をしてくださったデイビッド・グレイシー先生

の強いお勧めで学習院の方 と々ご一緒して以来、毎年SAA

大会への参加［6］を楽しみにしている。

　このSAAが大学院でのアーキビスト養成の教育ガイドラ

イン［7］を策定している。テキサス州立大学オースティン校、ミ

シガン州立大学、カリフォルニア州立大学ロサンゼルス校

などの大学院にアーキビスト養成のコース［8］がある。テキサ

ス州立大学の修了生と話をした際、聞いたところによると、アー

キビスト職へ就くのはなかなか厳しい状況にあり、なかにはま

ずレコード・マネージャーとして経験を積むという人もあった。し

かし、インターンシップの機会が多く、SAAの求人情報［9］を

米国の認定アーキビスト・アカデミー（ACA）について
認定試験を受験して

Introduction to the Academy of Certified Archivists through an Experience of Taking the ACA Examination

筒井弥生｜Yayoi Tsutsui

118GCAS Report  Vol.2 2013 学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻



みても幅広いポストが常時掲示されている。アーキビストの職

場としても、二千人以上の職員を擁する国立公文書記録管

理局（NARA）はじめ各州や郡市町村等のアーカイブズ、大

学等の研究機関、ミュージアムやライブラリー、企業、コミュニ

ティ等活躍の場は広い。

3─ 認定アーキビスト制度と資格試験

1989年の大会でSAAは、ACAを独立した非営利の認定

機関として設立した。それまで、SAAの設置した、認定につ

いての臨時委員会 the Interim Board for Certification

が準備を重ねてきていた。1989年いわゆるGrandfather 

clause（祖父条項）で書類申請による認定が行われたが、そ

れ以降は試験によってのみ認定される。受験のためにはい

くつかの道がある。アーカイブズ学の修士号を得たものは、

1年間フルタイムでアーキビストの仕事をして試験に合格す

れば、資格が得られる。資格試験は、年に1回、SAA大会

の時に、大会会場を含めて数か所でペーパーテストが行わ

れる。この試験の受験案内および試験準備の方法はハンド

ブック［10］に詳細がある。

　ACAは2009年に20周年を迎え、資格保持者は1000

人を超えた［11］。そのミッション・ステートメントには、｢アーキビス

トであるために必要な知識と能力を定義することによって指導

的役割を果たす｣［12］とある。それを実現するのがThe Role 

Delineation Statement for Professional Archivistsの

策定である。最近では2009年に見直されているが、ハンドブッ

クのセクション3（p.17 - p.24）に詳しく記載されている。

　セクション3のはじめに、この記述が、上述のアーキビスト

養成の教育ガイドラインに基づいて定義されていることが述

べられている。例えば、「アーカイブズのrecordsとpapersは、

どのような物理的な媒体であれ、作成者の公的私的といっ

た種別を問わず、行為を遂行する個人あるいは組織によっ

て作成または収受され、保存と未来の利用のためにとってお

かれる、記録された情報である。アーカイブズのrecordsと
papersは、社会的文化的記憶であると同様に証拠とアカウ

ンタビリティに資する道具でもある。recordsとpapersという

語句は、あらゆる媒体（紙、デジタル、オーディオ・ビジュアル）、あらゆ

るフォーマットで、組織または個人によってつくりだされる記録

的証拠を包含して使用される」とある。

　次に全般的知識についてのステートメントが13項目に渡っ

てある。そのあと7つの分野について、タスク及び知識とともに

説明がなされる。7つの分野とは

─  選別、評価、取得

─  編成、記述

─  レファレンス・サービスとアクセス

─  保存、保護

─  アウトリーチ、アドボカシー、プロモーション

─  アーカイブズ・プログラムの管理運営

─  専門職的、倫理的、法的責任

である。

　試験は、100問を3時間で解く。解答は4つの中からひ

とつを選ぶマルチプル・チョイスである。合格ラインは70％

前後で、そのときどきに判断している、とシカゴ大会で聞いた。

100問は上述の7つの分野から均等に出題される。

　問題作成委員会によって作成され、よく吟味された問題

が蓄積されていて、その中から出題される。テストそのものは

テスト専門機関［13］によって実施、分析される。“現役を退い

た問題”が、例題としてACAハンドブックに掲載されている。

4 ─ ACA試験を受験する

ACA試験を自分が受験することは当初考えていなかったの

だが、SAAがDAS（Digital Archives Specialists）認定制度を

発足させるというのをきっかけとして、資格がある方がよいので

はないかと考え、どんな試験なのか様子を窺うつもりで受験す

ることにした。

　資格を得るためには、職務経験が必要であるが、アーカイ

ブズ学の修了者は例外的にprovisional（仮）として受験が

許可される。筆者は、2012年の大会参加にあたり、この制度

を利用して、オンラインで受験を申し込んだ。必要書類は

PDF化して送付し、受験料の50ドルをクレジット・カードで支

払った。学習院大学大学院の修士号が米国のそれと同等

であると第三者機関によって証明するように、という連絡があっ

た。Josef Silny and Associate, Inc.［14］を紹介され、手続

きをした。この証明に140ドル＋ACAへの送付に20ドル＋

往復の送料、そして学習院の英文証明書の発行手数料が

かかった。申込のフォームは、小学校からの教育歴を記入し、

大学院での学位及び成績証明書を添えるものであった。評

価報告書［図1］を郵便で6月半ばに受け取った。同じものが
ACAのオフィスにも送付され、受験が可能になった。

報告｜｜米国の認定アーキビスト・アカデミー（ACA）について｜筒井弥生119



　試験会場は、大会会場のほか、米国各地に何カ所か設

営される。数名の受験者がいればどこにでも行くというのがシ

カゴでのブース担当者の言で、東京会場についても相談して

みなさい、とのことであった。

　試験当日は、大会会場ホテルの会議室の試験会場に、

鉛筆三本と消しゴムとパスポートを持って午前8時半に出頭

した。試験時間が午前9時から12時までの3時間あったの

で、じっくり問題文を読むことができた。途中でトイレに立つ

ことは許されたが、そこまでの余裕はなく、ずっと座席で取り

組んだ。指示がわからないと試験用紙への記入に困るが、

聞き直せば親切に教えてくれる。受験番号は通常、社会保

障番号なのだが、それを持たない外国人受験者には独自

の番号が与えられた。試験に聞きとりの問題はないので、普

通にアーカイブズ学専攻で勉強していれば十分に合格可

能性がある、というのが実際に試験を受けてみての感想であ

る。米国という多くの移民を受け入れた歴史を持つ国ならで

はの開放性のおかげだろうか、日本からの挑戦にも快く応じ

てくれた。

5 ─ 受験準備と実際の出題

試験の準備について、ACAのホームページにいくつかアド

バイスがある。また、ウィキを利用して試験準備を公開してい

るグループ［15］もある。いずれもACAハンドブックをよく読

み、そこにある文献を参考にすること、準備には少なくとも数カ

月を要することが記されている。ある合格者はSAAの論文

雑誌であるThe American Archivistsの過去10年間のバッ

クナンバーを読むことを推奨している。また、シカゴ大会で

ACAブースにいらした方はファンダメンタル・シリーズを推薦

していた［16］。

　試験を受けてみて、筆者の個人的所感として、試験準備

に推奨することを挙げるとすると、ACAハンドブックを熟読

すること、特に例題をしっかり解くこと、SAAのホームページ

などで最近の話題をキャッチしていること、である。例題はそ

れ自体が出題されることはないが、その問題の扱うトピック

は必ず出題されるので、丁寧に読み解く必要がある。さら

に少なくともこれだけは読んでおくべきという参考文献を以

下に挙げる。

─  Understanding Archives and Manuscriptsや
Preserving Archives and Manuscriptsをはじめとする
SAAのファンダメンタル・シリーズII［17］

─  坂口貴弘「「評価選別」の成立と米国国立公文書館」

『京都大学大学文書館研究紀要』10号、2012年を

はじめとする一連の米国における記録管理、評価選別

についての論考

─  SAA Code of Ethics 及び Core Values Statement
［18］

以上があくまで最低限これだけは、であり、実はそれすら十分

に準備できずに試験当日を迎えた。試験問題の印象は、平

易な表現の良問がほとんどで、歯が立たない、というようなこと

はなく、むしろまじめに勉強しておけばよかったのに、と猛省した

のであった。

　2012年の試験問題が扱った事項を、記憶の中から、ほん

の一部紹介しよう。まずはどのような事柄が取り上げられたか

を列挙すると

1─学習院大学に対する
評価報告書

2─合格通知
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─  受入基準

─  フォンドの尊重

─  マクロ選別

─  リーダーシップ

─  フランス革命

─  個人情報保護

─  著作権

─  ユーザー・スリップ

などであった。

　評価選別に分類していいのだろうか、

─  ダッチ・マニュアルの著者たち

─  H. ジェンキンソン

─  T.  R. シェレンバーグ

─  E. ポズナー

─  M. C. ノートン

等についての出題があった。ライフ・サイクル論やレコード・コン

ティニュアム論も取り上げられていた。また、構造分析など“機

能に基づく”が解答だろう問いが複数あった。

　編成記述では

─  Standards for Archival Description

─  A Glossary of Archival and Records Terminology

─  More Product, Less Process（Greene and Meissner）

─  MARC

─  DACS

─  EAD

などが出題された。

　法制度では、

─  FOIA（Freedom of Information Act 情報公開法）の適

用範囲（サンプル問題を参照すると、“連邦機関の一部”が

正答とわかる）

─  企業アーキビストが公開に応じない場合の法的根拠

保存論は、紙資料に限らず、環境にまで及び、技術用語や

化学の専門知識を要した。

─  フィルムの構造と保存

─  凍結保存法

─  木製書棚に適切な塗料

─  水損オーディオテープの対処法

─  紙資料の保存に適切な環境（華氏で表示）

などが問われ、7つの分野では一番難易度が高いと感じた。

　面白いところでは、

─  NAGARAとは、どのような団体か？（全国政府アーカイブズ

記録管理者協会）

─  Archival Outlookの出版者は？（SAA）

といった、北米では常識、のようなプレゼント問題もあった。

　倫理綱領については、具体的なケースで尋ねてくる。また、

コレクション・ポリシーについての問いも複数あった。たとえば、

ある大学のアーカイブズで同窓会の有力者が自分の個人

記録を寄贈したい、と言う。それは、残念ながらポリシーには見

合わないが、どう対応するか、という問題など、コレクション・ポリ

シーに適合しない寄贈申出にどう対応するか、を聞かれた。

　電子記録や大量デジタル化、電子記録の保存について

も出題された。また、利用者の分析などマーケティングのよう

なことも問われた。

　以上挙げたことは、記憶に残ったものに過ぎず、全体からみ

れば偏った一部にすぎない。しかしここから垣間見られる、専

門職アーキビストの認定を目的として作成された問題を解くこ

とは、アーキビストとしての資質、知識を再認識する良い機会

であると思われた。また、資格更新のため筆記試験を5年毎

に受ける必要がある。

6 ─ おわりに

2012年のACA試験の合格点は68点だった。筆者の得点

は幸いこの点数を上回った。勤務証明を提出し、年間50ド

ルの登録料を支払えば、CAと名乗ることができる。［図2］

　一連の体験から日米の制度上特筆すべき相違点を挙げ

ておきたい。

─  米国では試験による認定が行われ、日本では学歴や

履修の証明書と自己申告に基づく業績報告書に基づ

く書類審査による。
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